
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）壁が、水溶性または水分散性のフィルム形成物質からなるフィルムであるバッグと
、
　ｂ）１～５０μｍの平均粒径を有する粉末である粉砕形態の起泡性組成物
とからなる包装系であって、
該組成物が起泡剤と農業用活性物質とを含み、前記バッグが密閉され且つ前記組成物を含
んでおり フィルムが該組成物に付着して

ことを特徴とする包装系。
【請求項２】
　前記農業用活性物質が、植物保護剤、農業化学物質、農薬、成長調節物質または植物栄
養剤であることを特徴とする請求項１に記載の包装系。
【請求項３】
　前記農薬が、除草剤、殺虫剤、殺菌剤、殺線虫剤または殺ダニ剤であることを特徴とす
る請求項２に記載の包装系。
【請求項４】
　前記粉砕形態の起泡性組成物の量が、所与の広さの耕作地または非耕作地を処理するの
に有効な量であることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項５】
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、該 おり、更に前記バッグが封止されているとき
、該バッグの壁と粉砕形態の起泡性組成物とを手で分離することはできず、及び／又は前
記２者の間にスペースが全く認められない



　密度が１より大き とを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項６】
　
【請求項７】
　前記粉砕形態の起泡性組成物が、密度向上剤を含むことを特徴とする請求項１から の
いずれか一項に記載の包装系。
【請求項８】
　前記密度向上剤が、バリウムまたはチタン ら選択されることを特徴とする請求項
に記載の包装系。
【請求項９】
　

【請求項１０】
　前記バッグが、絶対圧力２００ミリバール以 充填されていることを特徴とする請求
項１から のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項１１】
　

【請求項１２】
　前記フィルム形成物質からなるバッグが、雰囲気中に存在する水分量が４ｍｇ／リット
ル未 あるような雰囲気と共に、粉砕形態の起泡性組成物を含むことを特徴とする請求
項１から のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項１３】
　

【請求項１４】
　前記バッグ内に含まれる前記粉砕形態の起泡性組成物の量が、１ｇ～３ｋ あること
を特徴とする請求項１から のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項１５】
　

【請求項１６】
　前記フィルム形成物質が、ポリ（エチレンオキシド）；ポリ（エチレングリコール）；
澱粉または改質澱粉；アルキルセルロースまたは、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロ
キシエチルセルロースもしくはヒドロキシプロピルセルロースのようなヒドロキシアルキ
ルセルロース；カルボキシメチルセルロース；ポリ（ビニルアルコール）；ポリ（メチル
ビニルエーテル）またはポリ（２－メトキシ－エトキシエチレン）のようなポリ（ビニル
エーテル）；ポリ（２，４－ジメチル－６－トリアジニルエチレン）；ポリ（３－モルホ
リニルエチレン）；ポリ（Ｎ－１，２，４－トリアゾリルエチレン）；ポリ（ビニルスル
ホン酸）；ポリ無水物；低分子量メラミン／ホルムアルデヒドまたは尿素／ホルムアルデ
ヒド樹脂；ポリ（２－ヒドロキシエチルメタクリレート）；ポリ（アクリル酸）及びその
類縁物からなる群から選択されることを特徴とする請求項１から のいずれか一項に記
載の包装系。
【請求項１７】
　前記フィルム形成物質がポリ（エチレンオキシド）、メチルセルロースまたはポリ（ビ
ニルアルコール）であることを特徴とする請求項 に記載の包装系。
【請求項１８】
　前記フィルム形成物質がポリ（ビニルアルコール）であることを特徴とする請求項
または に記載の包装系。
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いこ

密度が１．００５～２であることを特徴とする請求項５に記載の包装系。

６

塩か ７

前記密度向上剤が、硫酸バリウム及び一酸化チタンから選択されることを特徴とする請
求項８に記載の包装系。

下で
９

前記バッグが、絶対圧力１５０ミリバール以下で充填されていることを特徴とする請求
項１０に記載の包装系。

満で
１１

前記フィルム形成物質からなるバッグが、雰囲気中に存在する水分量が３ｍｇ／リット
ル以下であるような雰囲気と共に、粉砕形態の起泡性組成物を含むことを特徴とする請求
項１２に記載の包装系。

ｇで
１３

前記バッグ内に含まれる前記粉砕形態の起泡性組成物の量が、５０ｇ～１ｋｇであるこ
とを特徴とする請求項１４に記載の包装系。

１５

１６

１６
１７



【請求項１９】
　前記粉砕形態の起泡性組成物を含むバッグが、水溶性または水分散性の材料からなる非
平面状の第１フィルム及び水溶性または水分散性の材料からなる第２フィルムとを含み、
これら２つのフィルムが されていることを特徴とする請求項１から

のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項２０】
　前記起泡剤が、炭酸塩または炭酸水素塩と酸とからなることを特徴とする請求項１から

のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項２１】
　前記炭酸塩または炭酸水素塩が、アルカリ金属もしくはアルカリ土類金属またはアンモ
ニウムもしくは有機アンモニウム基の誘導体であることを特徴とする請求項 に記載の
包装系。
【請求項２２】
　前記炭酸塩または炭酸水素塩が、ナトリウムまたはカリウムの誘導体であることを特徴
とする請求項 または に記載の包装系。
【請求項２３】
　前記酸が、カルボン酸もしくはポリカルボン酸、リン酸もしくはホスホン酸、または、
酸官能基を含むそれらの塩もしくはエステルの１つであることを特徴とする請求項 か
ら のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項２４】
　前記酸と前記炭酸塩または炭酸水素塩の質量比が０．３～ あることを特徴とする請
求項 から のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項２５】
　

【請求項２６】
　前記粉砕形態の起泡性組成物が更に、
　湿潤剤、
　分散剤、
　膨潤剤または膨張剤、
　乾燥剤または乾燥物質、
　密度向上剤、
　ビヒクルまたは充填剤
を含有することを特徴とする請求項１から のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項２７】
　前記起泡性組成物が、
　１～８０％の農業用活性物質、
　１０～８０％の起泡剤、
　０～１０ 湿潤剤、
　０～２０ 分散剤、
　０～２０ 膨潤剤、
　０～６０ 密度向上剤、
　０～３０ 乾燥剤、
　０～５０ ビヒクル
を含有することを特徴とする請求項１から のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項２８】
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連続的にヒートシール
１８

１９

２０

２０ ２１

２０
２２

２で
２０ ２３

前記酸と前記炭酸塩または炭酸水素塩の質量比が０．５～１であることを特徴とする請
求項２４に記載の包装系。

２５

％の
％の
％の
％の
％の
％の

２６

前記起泡性組成物が、
　１～８０％の農業用活性物質、
　１０～８０％の起泡剤、
　０．１～８％の湿潤剤、



【請求項２９】
　更に、相互に接着された可撓性厚紙層及びポリエチレン層からなる外側容器を含む請求
項１から のいずれか一項に記載の包装系。
【請求項３０】
　前記外側容器が更に、前記ポリエチレン層に接着されたアルミニウム層を含むことを特
徴とする請求項 に記載の包装系。
【請求項３１】
　処理されるべき耕作表面または非耕作表面に適用することを目的とした混合物を調製す
る方法であって、請求項１から のいずれか一項に記載の包装系を、噴霧器タンク内の
水に入れることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、環境に危険を及ぼし得る物質、特に活性物質、例えば農業用活性材料を、水溶
性サッシェまたはバッグの補助を得て包装するための新規の包装系に係わる。
【０００２】
【従来の技術】
より良い結果を得るため、即ちより高い作物収量を達成する目的で、多くの農業用活性物
質が使用されている。
【０００３】
本発明において農業用活性物質（ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌｌｙ　ａｃｔｉｖｅ　ｍａｔ
ｅｒｉａｌｓ）とは、植物保護剤、農業化学物質（ａｇｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　ｐｒｏｕ
ｃｔｓ）、農薬、成長調節物質または植物栄養剤といった（庭園及び緑地空間の造成を含
む）農業において使用される全ての種類の活性物質を意味する。農薬とは特に、除草剤、
殺虫剤、殺菌剤、殺線虫剤及び殺ダニ剤である。
【０００４】
これらの活性物質は通常は濃縮形態で製造、輸送及び販売される。使用者、即ち農業者は
、既に作物が存在する地面であろうと、これから作物を植えようする地面であろうと、更
には全ての植物または他の望ましくない寄生虫を一掃したい非耕作表面であろうと、処理
しようとする表面全体に活性物質を均一に噴霧及び／または散布するために、活性物質を
水で希釈する。
【０００５】
農業者は重労働を課されているため、問題の活性物質が出来るだけ迅速に水に分散し得る
ことは勿論望ましい。更に、この水中での分散が出来るだけ均一であることも常に望まし
い。
【０００６】
かなり多くの活性物質が粉末製剤、更には可溶性サッシェに入った粉末の形態で使用され
ているが、このタイプの提供形態は下記の欠点を有する：
＊特に水に濡れて更に分散するのに要する時間だけ混合時間が増大されている；
＊粉末の一部が空気によって運ばれることにより混合タンクを取り巻く雰囲気が汚染され
る；
＊塊が形成される危険性がある。この問題は、ケーキング防止剤を用いて解消されるはず
であるが、この効果は常に満足の行くものとは限らない。
【０００７】
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　３～１５％の分散剤、
　１～１５％の膨潤剤、
　５～２０％の密度向上剤、
　５～２０％の乾燥剤、
　０～３０％のビヒクル
を含有することを特徴とする請求項２７に記載の包装系。

２８

２９

３０



起泡性組成物（ｅｆｆｅｒｖｅｓｃｅｎｔ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓ）の使用が特に重
要となる理由は幾つかある。
【０００８】
実用レベルでは、粉末、特に起泡性粉末を直接使用すると種々の困難に遭遇する。即ち、
圧縮現象によって、正確な用量を測定するのに容積測定を使用できなくなり、従って重量
測定に頼る必要が生じ、この場合には、流動性に関する粉末の挙動の問題が重量測定を困
難にする。粉末の使用に係わる別の問題はそれらが常に所定量のダストを含むことから生
じ、ダストは、粉末を取扱ったり、製造したり、使用する人と、環境、安全性及び健康の
観点から有害となるように接触し得る。
【０００９】
例えば欧州特許出願第３９１８５１号及び国際公開第ＷＯ９０／００００７号に従ってペ
レットまたはタブレットの形態の起泡性組成物を使用することが好ましいのは、上記欠点
を解消するためである。かかるペレットは、適用されねばならない活性物質の用量（ｇ／
ｈａ）に対応するために、比較的大きい必要がある。残念ながらかかるペレットは重大な
欠点をも有しており、そのうちの幾つかは欧州特許出願第３９１８５１号において言及さ
れている。起泡性タブレットの使用は、活性物質が水溶性である場合には特に容易である
。活性物質が水に不溶性であり且つ起泡剤が炭酸ナトリウム及び酸からなる場合には、タ
ブレットに一種の不動態化が起こることが多く、これによってタブレットは水に分散しに
くくなる、即ち極めて少しずつ極めてゆっくりとしか分散しない。炭酸ナトリウムの代わ
りに起泡剤として炭酸カリウムを使用しても上記問題は完全には改善されない。実際、炭
酸カリウムはその高い吸湿性によって固化し、水分の作用下の時期尚早の反応によって起
泡活性を失なう傾向がある。この理由により、欧州特許出願第３９１８５１号は、タブレ
ットの不動態化を抑制するために水との結合を形成し得る特別の添加剤を含む特別のタブ
レットの製造を提案した。
【００１０】
上記組成物は十分ではなく、起泡性タブレットまたはペレットが種々の欠点を有するケー
スを残している：
＊各ペレットを個々に取り扱ったり別々に圧縮する必要がある。これが明らかに自動化さ
れても、かなり複雑な装置の使用を必要とし、従って高価であって特別の投資を必要とす
る。
【００１１】
＊タブレットの製造に必要な装置は、大気圧よりも極めて高い圧力下に稼働する必要があ
るが故に、それだけ高価である。
【００１２】
＊通常の粉末、特に超微粉末の圧縮は、正確なタブレットの製造に関して所定の問題を惹
起する。実際、ペレット形成ダイにおいて実施されるタブレットを圧縮する段階において
は、所定量の空気が粉末塊中に捕捉されたままとなる。圧縮作業の最後にこのように得ら
れたタブレットをペレット形成ダイから取り出す際には、捕捉されていた空気が膨張し、
タブレットのひび割れを生じ得る。このために一般に、実際には粒子からタブレットを製
造することが必要になるが、この場合には勿論、タブレットの製造に補助段階を導入する
必要がある。
【００１３】
＊ペレットまたはタブレットの製造には、固体成分を液体溶剤と混合し、そのあと乾燥す
る必要がある。これが惹起する実際の問題に加えて、これはプロセスの経済性に不利とな
る。
【００１４】
＊最後に、貯蔵または輸送の間に起泡性タブレットまたはペレットは崩壊することがあり
得、そうすると少量の粉末がパッケージ内に滞留し得、正常な含有量がパッケージから出
されたとしても、パッケージは汚染源となり得る。
【００１５】
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米国特許第２，５０６，６４９号には、起泡性クリーニング組成物を含む２層のバッグか
らなる洗浄性及び起泡性組成物が提案されている。バッグの第１層は内側層であり、起泡
剤によって放出された二酸化炭素及び水溶液を透過し得る。バッグの第２層は、綿または
他のセルロース材料のような材料でできており、それが適用されたタンクを清浄化し得る
研磨性を有する不規則表面を有するのが有利である。このような系は、農業者によって使
用される噴霧器のタンクに使用することはできない。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の１つの目的は、公知の組成物の欠点を改善することである。
【００１７】
本発明の別の目的は、起泡性製剤を使用して農業用活性物質を供給するための系を提供す
ることである。
【００１８】
本発明の別の目的は、公知の欠点を有するペレット及びタブレットの使用を回避すること
である。
【００１９】
本発明の別の目的は、より一般的で、より容易で、且つより効果的な方法で使用可能な起
泡性組成物を製造することである。
【００２０】
本発明の別の目的は、水分に非感受性の農業化学物質を供給するための系を提供すること
である。
【００２１】
本発明の別の目的は、優れた貯蔵安定性を有する農業化学物質を供給するための系を提供
することである。
【００２２】
本発明の別の目的は、特に落下の場合の衝撃に対しより優れた耐性を示す包装系を提供す
ることである。
【００２３】
本発明の別の目的は、植物保護剤、農業化学物質、農薬または成長調節物質のような活性
物質を含む包装系を提供することである。包装とは包み込む動作を示しており、包装系と
は、含有物とそれらの容器からなる系を意味する。
【００２４】
本発明の別の目的は、１つ以上の下記の利点を有する、植物保護剤を含む包装系を提供す
ることである：
＊農業化学物質と、該物質の使用者、製造者または取扱い者との接触が避けられる；
＊農業化学物質が、それが分散及び／または溶解される水と接触しても、その濃厚生成物
と環境または人もしくは動物との偶発的な接触が避けられる；
＊農業化学物質が、所定量の活性物質を有する単位で提供され得、活性物質及び毒性もし
くは潜在的に毒性の生成物を計量する必要が回避される。
【００２５】
本発明の別の目的は、下記の特性を同時に有する、農業における活性物質を分散させる系
を提供することである：
＊自己分散性である。即ち（水を含む）噴霧器タンク内で分散及び希釈するのに最小のエ
ネルギー及び時間しか要さない；
＊活性物質と使用者（例えば農業者、輸送者、技術者）との接触はあり得ない；
＊生成物を使用した後に残るパッケージには残留物の痕跡もない；
＊使用後、農業化学物質を含んでいたパッケージを清浄化する必要がない。
【００２６】
本発明の別の目的は、特別の及び特定の特性を有する添加剤を含まないときでさえ起泡性
組成物を使用可能にすることである。
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【００２７】
本発明の別の目的は、水、特に農業者によって使用される噴霧器のタンク内の水に極めて
容易に且つ極めて迅速に分散し得る組成物を提供することである。
【００２８】
本発明の別の目的は、製造が容易で且つ安価な組成物を提供すること、特に圧縮及び／ま
たはペレット形成及び／または乾燥の経費を押さえ且つ困難をなくすことである。
【００２９】
本発明の別の目的は、過度の圧力を使用する必要なく、単純な方法で実行し得る農業用活
性物質を包装するための系を提供することである。
【００３０】
上記目的は、本発明の活性物質包装系によって全てまたは一部が達成され得る。
【００３１】
【課題を解決するための手段】
本発明の活性物質を包装するための系は、
ａ）壁が、水溶性または水分散性のフィルム形成物質からなるフィルムであるバッグと、
ｂ）起泡剤と、環境に危険を及ぼし得る１種以上の物質、特に活性物質、例えば農業用活
性物質とを含む粉砕形態（ｐｕｌｖｅｒｕｌｅｎｔ　ｆｏｒｍ）の起泡性組成物
とからなり、前記バッグが密閉されており且つ前記組成物を含んでいることを特徴とする
。
【００３２】
水に分散性の物質とは、通常の撹拌作用（例えば噴霧器タンク内で農業者によって現在行
なわれているようなもの）下に、粒径４０μｍ未満、好ましくは１５μｍ未満の微粒子の
分散をもたらす物質を意味すると理解されたい。本発明の包装系の活性物質が農業用活性
物質である場合には、前記包装系は、耕作域及び非耕作域の両方の地面を処理するために
使用され得ることが理解される。上記２タイプの適用は本発明の一部を構成する。
【００３３】
本発明の別の有利な態様によれば、本発明の包装系中に存在する粉砕形態の起泡性組成物
の量は、所与の広さの耕作地または非耕作地を処理するのに有効な量である。
【００３４】
本発明の別の態様によれば、粉砕形態の起泡性組成物は、本発明の範囲内で、粉末、粒子
（顆粒）またはペレットからなる。粉末とは、成分粒子が通常は１～５０μｍ、好ましく
は５～２０μｍの平均粒径を有する物質を意味する。粒子とは、平均サイズが通常は５０
μｍ～１ｃｍ、好ましくは１５０μｍ～５ｍｍであるボディを意味する。より大きな寸法
、例えば最高５ｃｍまでのペレットを使用することもできるが、そうしても有意な利点は
ない。粒子は一般に、水溶性バッグを充填するのに要する時間を短縮する優れた流動性を
示すが故に好ましい。更に、大きなタブレットの製造はペレットの製造よりも複雑となる
。
【００３５】
本発明の別の態様によれば、粉砕形態の起泡性組成物は、特に粉末の場合には、有利なこ
とに成分を単純に混合することから得られ、凝集作業は省略される。本発明のこの変形態
様は、製剤化されるべき活性物質が、製品を工業生産する際に爆発する危険性を有する場
合には好ましい。
【００３６】
本発明の別の態様によれば、粉砕形態の起泡性組成物は粒子形態でも提供され得る。この
場合には、フィルム形成物質でできたバック内に粉砕形態の起泡性組成物を導入すること
は、製造が単純である、流し込みがかなり容易である、作業員の健康によいなど、製造業
者にとって処理上有利である。
【００３７】
かかる粒子の製造に特に適した手段は、粉砕形態の起泡性組成物の成分を、圧縮または焼
結技術によって好ましくは室温で、少なくとも５０℃以下の温度で（特に溶剤を用いずに
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）乾燥凝集することからなる。この方法に使用される装置は、軸を平行にして相互に密着
して配置され、各々が反対方向の回転運動によって駆動される２つの回転シリンダーから
なるのが好ましい。このプロセスは特に有利であり、これから得られた粒子に、本発明の
実施において好ましい特性を与える。乾燥段階がないことで本発明のこの態様は特に経済
的になる。
【００３８】
本発明の実施に特に適した粒子（またはペレット、しかしながら好ましいのは粒子である
）は、間隙及び／または粒子間スペースの存在を特徴とする。このスペースは一般に、個
々に独立した粒子の体積に対して０．０５～２０容量％、好ましくは０．５～５容量％で
ある。
【００３９】
本発明の別の変形態様によれば、粒子（またはペレット、しかしながら好ましいのは粒子
である）は有利なことに、ポログラム（ｐｏｒｏｇｒａｍ，細孔分布関数）が実質的にモ
ノモダル（ｍｏｎｏｍｏｄａｌ，単一最頻値）、即ち唯一の最大値を含むことを特徴とす
る。ポログラムは、粒子の細孔数の分布を孔径の関数として与える曲線である。
【００４０】
この特定の分布は、特に粒子の水分散性に関して粒子を特に有利とする粒子の構造及び物
理的特性の均一性に対応している。このポログラムは、それ自体はよく知られた方法に従
って水銀細孔計（ポロシメーター）を使用して測定することによって有利に得られる。
【００４１】
本発明の別の態様によれば、本発明の包装系の密度は通常は１より大きく、好ましくは１
．００５～２であって、これによって、噴霧器タンク内に導入した後にうまくより迅速に
浸漬し得る（本明細書においては密度はｇ／ｃｍ 3で表される）。更に、固体成分、特に
活性物質の溶解または分散の速度は、特に水と起泡性組成物との接触が向上されているた
め、また起泡剤から生じた気泡がサッシェの崩壊に寄与するために、特に高い。
【００４２】
１よりも大きい密度を有するこの種の包装系を製造するためには、それ自体粉砕形態であ
り且つ好ましくは密度向上剤を含む起泡組成物を含む包装系を使用するのが有利である。
密度向上剤なる用語は、密度１ .２～８を有する無機または有機の充填剤またはビヒクル
を意味すると理解されたい。この種の充填剤は好ましくは、バリウムまたはチタンの塩か
ら選択され、より好ましくは、硫酸バリウム及び一酸化チタンのいずれかから選択される
噴霧タンクの水と本発明の包装系及び／または粉砕形態の起泡組成物との間の接触を改善
するためには、ガスポケットのない包装系を使用するのが好ましい。これらの包装系は概
して、バッグをシールしたときに、粉砕形態の起泡組成物とバッグの壁との間にどんな小
さいスペースも存在しないように、及び／または微粉材料とバッグの壁とを手で分離する
ことができないように形成されている。従ってこれは最大充填度に対応する。実際、バッ
グの充填を行なうとき、バッグの最終シールを行なう前、更に、任意に保管した後で、最
終的に本発明の包装系を使用するときまで、起泡組成物に対するフィルムの付着性が確保
されるように、本発明のバッグを絶対圧力２００ミリバール以下、好ましくは１５０ミリ
バール以下で充填するのが有利である。
【００４３】
本発明の別の態様によれば、フィルム形成材料から成るバッグは、粉砕形態の起泡組成物
を雰囲気と共に含んでおり、この雰囲気中の含水量は４ｍｇ／リットル未満、好ましくは
３ｍｇ／リットル未満である。バッグ内の雰囲気の量は、バッグの内容積から粒子間隙を
含まない粉末容積を減算した値に等しい。
【００４４】
本発明の別の態様によれば、バッグに収容された粉砕形態の起泡組成物の量は一般に１ｇ
～３ｋｇ、好ましくは５０ｇ～１ｋｇの範囲である。ペレット剤及び錠剤に比較した本発
明の利点は、同じ個装の形態ではるかに多い量の活性物質を農業者が操作する装置に積み
込めることである。
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【００４５】
本発明の別の態様によれば、バッグの壁を構成する水溶性または水分散性のフィルム形成
材料は多様な範囲から選択できる。この材料は好ましくは水溶性である。一般には、ポリ
（エチレンオキシド）、ポリ（エチレングリコール）、澱粉または改質澱粉のような高分
子材料；アルキルセルロースまたは、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセ
ルロースもしくはヒドロキシプロピルセルロースのようなヒドロキシアルキルセルロース
；カルボキシメチルセルロース；ポリ（ビニルエーテル）またはポリ（２－メトキシエト
キシエチレン）のようなポリ（ビニルエーテル）；ポリ（２ ,４－ジメチル－６－トリア
ジニルエチレン）；ポリ（３－モルフォリニルエチレン）；ポリ（Ｎ－１ ,２ ,４－トリア
ゾリルエチレン）；ポリ（ビニルスルホン酸）；ポリ無水物；低分子量メラミン／ホルム
アルデヒドまたは尿素／ホルムアルデヒド樹脂；ポリ（２－ヒドロキシエチルメタクリレ
ート）；ポリ（アクリル酸）及びその同族体が使用される。
【００４６】
バッグは、好ましくはポリ（エチレンオキシド）、メチルセルロースまたはポリ（ビニル
アルコール）（ＰＶＡ）から成り、特に好ましくはポリ（ビニルアルコール）から成る。
ＰＶＡを使用する場合、部分的にまたは完全に加水分解またはアルコール化した、即ち４
０～１００％、好ましくは８０～９９％まで加水分解またはアルコール化したポリ（酢酸
ビニル）（または別のビニルエステル）の使用が好ましい。これらのポリマーのコポリマ
ーはまたはその誘導体も使用できる。
【００４７】
本発明の別の態様によれば、粉砕形態の起泡組成物を収容したバッグは、水溶性または水
分散性材料から成る第１の非平面状フィルムを含み、この第１フィルムが水溶性または水
分散性材料から成る第２フィルムに、２つのフィルムを結合する連続シールに沿って接合
されている。前記連続シールは、鋭角的な交点を全く有していない閉鎖ループから成り、
本質的に平面状の領域を規定している。通常は熱シールは、少なくともいくつかの箇所、
例えば包装品の隅の処で曲がっている。
【００４８】
本発明の別の態様によれば、粉砕形態の起泡組成物を収容したバッグが、単一のフィルム
から成り、好ましくは３つ以上のシール領域を含み、そのうちの２つのシール領域は実質
的に真っ直ぐで同一平面上に存在し、第３のシール領域によって実質的に孤立した２つの
領域に分割されている。
【００４９】
本発明で使用され得る粉砕形態の起泡組成物は一般に、
植物保護薬または農業用化学物質のような固体形態または固体形態にした活性物質、好ま
しくは農業用活性物質と、
起泡剤と、
から成る。
【００５０】
起泡剤なる用語は、ＣＯ 2のような気体を放出し得、その結果として粉末を水中に分散さ
せ得る薬剤または化合物を意味する。実用レベルで有利な起泡剤は、炭酸塩（または好ま
しくはアルカリ性炭酸水素塩）と酸（好ましくは固体の弱酸）とのような一対の物質から
成る。起泡組成物中の活性物質の１種類が少なくとも１つの酸性官能基を有する場合には
、起泡剤が好ましくはアルカリ性の炭酸塩または炭酸水素塩だけから成ってもよい。酸ま
たは少なくとも１つの酸性官能基を有する起泡組成物中の活性物質と炭酸塩との質量比は
一般には０ .３～２、好ましくは０ .５～１である。
【００５１】
アルカリ性炭酸塩は、アルカリ金属（特にナトリウムもしくはカリウム）またはアルカリ
土類金属（カルシウムもしくはマグネシウム）またはアンモニウムまたは有機アンモニウ
ム基またはカチオン（第一、第二もしくは第三アミンまたは第四アンモニウムカチオンに
由来の炭酸塩）から得ることができるが、好ましくはアルカリ金属から得る。
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【００５２】
好ましい固体の弱酸は、カルボン酸、ポリカルボン酸、リン酸またはホスホン酸でもよく
、それらの酸性官能基を含む塩またはエステルの１つでもよい。
【００５３】
「固体形態にされた活性物質」なる用語は、固体ビヒクルに含浸させた液体活性物質、ま
たは溶媒に溶解し溶媒と共に固体ビヒクルに含浸させた固体活性物質を意味する。農業的
見地から不活性の物質を固体ビヒクルとして使用する。
【００５４】
使用される好ましい組成物は更に、
農業用活性物質が水不溶性の場合に特に必要な湿潤剤、
農業用活性物質が水不溶性の場合に特に必要な分散剤；分散剤は、農業用活性物質の沈降
を阻止することによってこの活性物質を水中に懸濁状態で維持し得る、
膨潤剤または膨張剤；水の存在下に膨潤し得る化合物、
残留水分があるときにはこの水分を吸収し得る乾燥剤、
密度向上剤、
ビヒクルまたは充填剤、を含有する。
【００５５】
これらの諸成分はすべて農業的に許容される成分である。
【００５６】
本発明で使用される起泡組成物中の諸成分の量は一般に以下の範囲である：
農業用活性物質１～８０％、
起泡剤１０～８０％、
湿潤剤０～１０％、好ましくは０．１～８％、
分散剤０～２０％、好ましくは３～１５％、
膨潤剤０～２０％、好ましくは１～１５％、
密度向上剤０～６０％、好ましくは５～２０％、
乾燥剤０～３０％、好ましくは５～２０％、
ビヒクル０～５０％、好ましくは０～３０％。
【００５７】
本発明の変形例によれば、上記の包装系は更に、水蒸気に実質的に不透過の外側容器を含
み得る。例えば、一方が「クラフトライナー」と呼ばれる柔軟板紙から成り、他方がポリ
エチレンから成る互いに接着された少なくとも２つの層の系から成る壁を有する外側容器
を使用し得る。この２層系は更に、アルミニウムから成りポリエチレンに接着された第３
の層を含み得る。
【００５８】
実際に使用する場合には、本発明の包装系を水を入れたタンクに投入し得る。必要に応じ
てタンクを任意に攪拌してもよい。このようにして得られた混合物は噴霧用混合物と呼ば
れ、処理すべき耕作地または未耕作地に施用し得る。
【００５９】
【実施例】
以下に本発明のいくつかの実施例を非限定的に示す。
【００６０】
以下の実施例でサッシェで使用した顆粒剤はすべてモノモダルポログラムを有している。
【００６１】

微粉固体の形態の以下の成分を乾燥しながら混合する。
【００６２】
【表１】
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【００６３】
この混合物を、冷水に可溶なポリ（ビニルアルコール）（８８％加水分解したポリ（酢酸
ビニル））のフィルムから成るパウチ（ｐｏｕｃｈ）に導入する。このフィルムを熱成形
する。即ち、熱によって変形させ、ダイによって与えられたパウチの形態に真空成形する
。第２フィルムをこのパウチに載せ、熱シールすることによってパウチに密着させ、同時
に、絶対圧力１００ミリバールを生じさせるポンプによって真空に引く。微粉固体とバッ
グの壁との間に自由スペースは全く観察されない。バッグの密度は１ .１である。
【００６４】
このバッグを１００リットルの非攪拌水を入れたタンクに投入する。バッグは１０秒以内
で完全に湿潤され、水面下に沈む。ＰＶＡフィルムは３分間で溶解し、粉末を放出し、粉
末はタンク全体に速やかに且つ均質に分散する。
【００６５】

実施例１の炭酸水素ナトリウムの代わりに炭酸カリウムを使用して実施例１と同様に処理
する。
【００６６】
同等の結果が得られる。
【００６７】

湿潤剤としてジオクチルスルホコハク酸ナトリウムを使用して実施例２と同様に処理する
。
【００６８】
同等の結果が得られる。
【００６９】

以下の諸成分を微粉固体の形態で乾燥しながら混合する。
【００７０】
【表２】
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実施例３

実施例４



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７１】
実施例１と同じ手順でこの混合物を、冷水に可溶なポリ（ビニルアルコール）（８８％加
水分解したポリ（酢酸ビニル））のフィルムから成るサッシェに導入する。ガスポケット
の存在が観察されないようにサッシェのすべての表面要素を微粉固体の組成物と接触させ
る。サッシェの密度は１ .１である。
【００７２】
このバッグを１００リットルの非攪拌水を入れたタンクに投入する。バッグは１０秒以内
で完全に湿潤され、水面下に沈む。ＰＶＡフィルムは３分間で溶解し、粉末を放出し、粉
末はタンク全体に速やかに且つ均質に分散する。
【００７３】

以下の諸成分を微粉固体の形態で乾燥しながら混合する。
【００７４】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７５】
互いに対向方向に回転する２つのシリンダ間に通すことによってこの混合物を室温で乾燥
しながら凝集させ、直線１ｃｍあたり２トンの圧力を作用させることによって圧縮する。
このように凝集圧縮した（ｓｉｎｔｅｒｅｄ）混合物を粉砕し、平均粒径５０μｍ～３ｍ
ｍの顆粒の混合物を得る。得られた顆粒を、冷水に可溶なポリ（ビニルアルコール）（８
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８％加水分解したポリ（酢酸ビニル）から成るサッシェに導入する。このサッシェは、垂
直方向の２本のウェルドライン（ｗｅｌｄ　ｌｉｎｅ）を入れた１枚の長方形フィルムか
ら製造されている。顆粒を導入した後で熱シールによってバッグに第３のウェルドライン
を与える。
【００７６】
このバッグを１００リットルの攪拌水を入れたタンクに投入する。バッグは１よりも大き
い密度を有するので、１０秒以内にタンク底に沈む。水は１分以内にサッシェに入り、生
じた起泡がＰＶＡフィルムを崩壊させ、このフィルムは３分で容易に完全溶解する。粉末
がタンク全体に速やかに且つ均質に分散する。
【００７７】

酸性ピロホスフェートの代わりにアジピン酸を使用し炭酸水素ナトリウムの代わりに炭酸
ナトリウムを使用して実施例５と同様に処理する。
【００７８】
同等の結果が得られる。
【００７９】

以下の諸成分を使用して実施例５の手順を繰返す。
【００８０】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８１】
同等の結果が得られる。
【００８２】

乾燥状態で以下の諸成分を混合する。
【００８３】
【表５】
　
　
　
　
　
　
　
【００８４】
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冷水に可溶なポリ（ビニルアルコール）から成るサッシェに粉末形態の混合物を導入する
。絶対圧力１００ミリバールを生じるポンプを使用してサッシェを真空に引く。バッグを
熱シールする。
【００８５】
このバッグを１００リットルの攪拌水を入れたタンクに投入する。バッグは１よりも大き
い密度を有するので、１０秒以内にタンク底に沈む。水は３０秒後にサッシェに入り、生
じた起泡がＰＶＡフィルムを崩壊させ、フィルムは３分で容易に完全溶解する。粉末がタ
ンク全体に速やかに且つ均質に分散する。
【００８６】

以下の諸成分を乾燥状態で混合する。
【００８７】
【表６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８８】
冷水に可溶なＰＶＡサッシェに粉末形態の混合物を導入する。バッグを熱シールする。こ
のバッグは実施例１から８に記載のバッグと同様の外観を有し且つ１００リットルの水を
入れたタンク槽内で同様の挙動を示す。
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